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施 設 名     岡山県岡山リサーチパークインキュベーションセンター 

【指定管理者の概要】 

 名 称 大林F・合人社・岡経研共同事業体 代表者 
大林ファシリティーズ株式会社 取締役

副社長執行役員大阪支店長 森 良史 

 所在地 大阪府大阪市中央区備後町一丁目７番10号 

【指定管理の概要】 

指定期間 平成30年４月１日～令和５年３月31日 報告期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

管理業務 
の内容 

・岡山リサーチパークインキュベーションセンターの運営に関すること。 
・岡山リサーチパークインキュベーションセンターの施設等の維持管理に関すること。 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 研究室・試作開発室   合  計 

許 
可 
件 
数 

４年度  53    53  

３年度 55    55  

増減 △2   △2  

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

 
施設等の運営業務 
 

・施設運営 ・入居者募集 ・施設の利用許可 ・入居者支援       
・情報ネットワーク 

 
施設等維持管理業務 
 

・建物保守管理 ・設備保守管理 ・清掃 ・植栽、外構維持管理 
・環境衛生管理 ・警備 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 研究室・試作開発室   合  計 

収 入 額 48,642,222    48,642,222  

利用件数 53    53  

減 免 額 6,497,438    6,497,438  

減免理由 

 

 

研究室・試作開発室 
   
     減免事由           減免社数（減免額） 
・個人又は創業５年未満の企業等  ・・・  11社（2,758,948円） 
・県委託事業、顕彰事業優秀者特典等・・・   5社（3,738,490円） 

＜民間事業者＞  

・清掃 ・警備 

大林ファシリティーズ 

株式会社 

一般財団法人 

岡山経済研究所 

株式会社合人社 

センター長（ＩＭ） 

（常駐１名） 
ＩＭ（常駐１名） 

ＩＭ補佐事務員  （常駐 1名） 

設備管理者    （常駐 1名） 

設備管理者補助員（常駐 1名） 

連携 

（注）ＩＭ：インキュベーションマネージャー 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

３年度      

 
 

備 考 
 

 
４年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 102,217,715  3,108,762  99,108,953  
 
４年度収入額 
その他の主なもの 
・コンサルタント
企画 

    1,106,160円 
 
 
※施設使用料収入 
（県で収入） 

141,457円 

内 
 
 
訳 

指定管理料 52,323,333  0  52,323,333  

利用料金収入 48,642,222  3,115,762  45,526,460  

事業収入 0  0  0  

その他 1,252,160  △7,000  1,259,160  

 支 出 額 Ｂ 100,327,910  3,207,136  97,120,774  

内 
 
 
訳 

人件費 43,866,457  377,020    43,489,437  

管理運営費 56,461,453  2,830,116  53,631,337  

事業費 0  0  0  

その他 0  0  0  

収 支 額 Ａ－Ｂ 1,889,805  △98,374  1,988,179  

県への納入金 －  －  －  

実質的な県負担額 52,181,876  10,917  52,170,959  

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 事業計画に沿った適切な管理が履行されていた。 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 関係法令に基づく義務は適切に履行されていた。 

③安全性の確保 Ｂ 警備業務計画書等に基づき、安全性を確保した管理が履行されていた。 

④財産の適切な   
管理 

Ｂ 施設・設備の修繕は適宜実施され、適切な管理が履行されていた。 

導
入 
効
果 

①利用状況 Ａ 

企業の個別訪問や関係機関主催行事における宣伝活動や、各種メディア
への広報等による募集活動が実施され、入居支援も計画に基づき実施さ
れていた。 
【平均入居率】R4：93.1% ← R3：89.7％ 

②収支状況 Ｂ 
事業計画に基づき、適切な執行がなされており、収支状況は均衡を保っ
た。 

③サービス向上 Ｂ 
入居企業からの意見も踏まえた多様な切り口で交流会・セミナーを企画
するとともに、（公財）岡山県産業振興財団や県内金融機関と連携した
情報提供が実施されていた。 

管理運営業務全般 Ｂ 
契約書、業務年間計画書等に基づき、適切に維持管理業務及び運営業務
が実施されていた。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


